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１１１１    授業授業授業授業のののの目的目的目的目的とととと概要概要概要概要 
 本講座の目的は、最近の学校教育をめぐる諸問題、特に学力論や授業論について実践的に研究

していくことにある。そして、教師としての使命感や実践的指導力を培うとともに、人間として

の生き方について自ら考える力を育てることをねらいとしている。 
 
２２２２    学生学生学生学生によるによるによるによる授業評価授業評価授業評価授業評価 
本講座では、毎時間、授業終了前に下図のような授業評価を行っている。「学生のニ－ズに合っ

た授業ができているか」という問いを

常に持ちながら、授業内容や構成に生

かすようにしている。また、学生から

の疑問や質問に対しては、次回の授業

の冒頭で必ず説明するようにしている。 
毎回のデ－タを累積することによって、

今年度の授業評価の一つの指標として

いる。 
 

 
    各項目各項目各項目各項目のののの評価評価評価評価結果結果結果結果(15回回回回のののの累積結果累積結果累積結果累積結果)                       良良良良いいいい                          悪悪悪悪いいいい 
                                                                                               5            4             3            2            1 
① 教師の話し方や説明の仕方はどうでしたか。 95(%)   5(%)   0(0%)  0(0%)  0(0%) 
② 教育内容や教材が工夫されていた。          93(%)   7(%)   0(0%)  0(0%)  0(0%) 
③ 90分の構成や展開がスム－ズであった。     76(%)  24(%)   0(0%)  0(0%)  0(0%) 
④ 新しい知識、概念、技能が身に付いた。      93(%)   7(%)   0(0%)  0(0%)  0(0%) 
⑤ 授業は満足のいくものであった。            95(%)   5(%)   0(0%)  0(0%)  0(0%) 
⑥ 自ら意欲を持って積極的に学んだ。         81(%)  19(%)   0(0%)  0(0%)  0(0%) 

  
 上記表を見ると、全員の学生が「5」と「4」の評価をしていることから、今年度も受講学生に

とって、意味ある「学び」を保証することができたと考える。特に、教師評価と授業満足度は 95%
の高い割合に達している。90分間の授業構成に課題があるが、これは DVD視聴の時間や学生の

課題発表時間の設定がやや予定していたものよりオ－バ－したため、このような評価結果になっ

たものと推測される。⑥の「自ら意欲を持って積極的に学んだ」という項目は、学生自らの自己

評価が辛かったためと思われる。受講生は積極的に発表もし、意欲的であったと考える。 



３３３３    学生学生学生学生のののの自由記述自由記述自由記述自由記述によるによるによるによる授業評価授業評価授業評価授業評価 
    教師になりたいと 
いう気持ちが高まっ

た学生の授業評価で

ある。「平松先生の想

いを受け継いだアツ

イ教員になります」

という文言には泣か

された。私の想いは

この学生の心に響い

たのであろう。 
 
 
「なぜ教師になりた

いのか」という自己

内対話を深めた学生

の授業評価である。 
この講座は、この学

生にとって「人間的

成長できた時間」で

あったと思われる。

「成長」という語句

を 3回も使用して自

分の変容を訴えてい

る。 
 
「教師になろう」と

いう自分を後押しし

てくれた時間であっ

たと評価してくれた

学生。目標とする教

師像を明確にして、

今、勉強しているこ

との意味を見出した

学生である。 
 



 当初、受講する

予定でなかったこ

の講座であるが、

「取らないと損を

していたと満足感

いっぱい」を表現

する学生の感想で

ある。理論と実践

をつなぐ資料提供

に努めたことが、

この学生を変容さ

せたのかも知れな

い。 
 15 回を総括し

て授業の意味を考

えた学生の感想。 
授業スタイルの意

義とか、「子どもを

みる」という行為

の意味を理解して

いる。学び合う集

団づくりの必要性

も述べている。 
 
「平松先生に会っ

て自分に少し自分

が好きになれた」

というこの学生。

授業中の私の言葉

の向こうの世界を

感じてくれたのか

も知れない。ここ

まで言われると、

気恥ずかしいが、

15 回全力で授業

したご褒美かな? 


